越前市長　奈良俊幸 様　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
放射能災害から市民の生命・財産を守って下さい ！
2011年3月11日の福島原発事故で、今なお13万人もの福島県民が県内外での避難生活を余儀なくされています。また、70㎞離れた福島市や郡山市でも、市民は事故前の10倍前後の放射線の中での生活を強いられています。原発から40～50ｋm北に位置し、全村避難している飯館村の現在の放射線量率は約10μSv/h(マイクロシーベルト/時)ですが、被曝を気にせずにすむレベル(0.1μSv/h) に自然減衰するまでには100年の歳月が必要です。
このような福島の状況をかんがみれば、越前市の策定した「原子力防災計画」で、その目的とする「市民の生命・財産を守ること」が不可能であることは明白です。市民に被曝を強い、故郷や生業を捨てる覚悟を強いる「原子力防災計画」は、そもそも防災の名に値しません。そこで、私たち越前市民は、貴職に次のことを求めます。
1、「原子力防災計画」で市民の生命・財産は守れないと福井県知事に
上申して下さい　!
2、電力会社と立地並み「安全協定」を締結して下さい　!　
3、県内原発の運転再開に異議を表明して下さい　!

	　　 氏　　　　　名
	住　　　　　　　                   所　

	
	越前市

	
	越前市

	
	越前市

	
	越前市

	
	越前市


署名集約先：原子力防災計画を考える越前市民の会　〒915-0813　京町1‐4‐33　携帯　090‐7083‐8921(若泉)　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪各自コピー可≫
署名呼びかけ人

　　五十嵐靖子、石田慶昭、井上和治、大久保恵子、大瀧由紀子、笠原章、笠原仙一、栗波和夫、黒田貞子
坂岡嘉代子、佐々木哲夫、関本新右衛門、題佛臣一、田中滋子、玉村和夫、平澤一広、福山真理、前田信子　

増田頼保、松原瑞穂、三田村輝士、三田村善衛、美濃初美、山崎隆敏、山田和仁、若泉征三、若泉政人
市 長 に 求 め る 1 ～ 3 の 理 由
1、　『越前市原子力防災計画』に従えば、市民は一時的にせよ被曝を免れえません。さらに、避難予定先のあわら市・坂井市・小松市・能美市も風向きしだいで高濃度の放射能汚染地帯となりえます。また、たとえ避難できたとしても、故郷の山や田畑、家屋は長年月にわたり汚染されたままで帰還は困難です。そのため、祖先から引き継がれてきた文化や伝統などの歴史的遺産、営々と築き上げられてきたすべての産業基盤が消失することになります。『原子力防災計画』で市民の生命・財産を守ることは不可能なのです。

6月の福井地裁は「豊かな国土に国民が根をおろして生活していることが真の国冨」という判決を出しました。市民が真に求めているのは、原発事故を前提とした『原子力防災計画」などではなく、原発事故は絶対に起きないという保証なのです。
2、　米国では、住民避難計画(80㎞)の作成と訓練が電力会社に義務づけられ、その実効性を自治体が判定します。そして、自治体の同意がなければ運転が許可されません。避難計画の不備を理由に隣州政府が反対し運転できず廃炉となった例もあります。

越前市は、原発の運転再開に際しては原発から30㌔圏内の「被害地元」である越前市の同意を必要とする立地並み「安全協定」を各電力事業者と締結すべきです。

3、　人智の及ばぬ自然災害(天災)に対しては「減災」「防災」の備えが必要ですが、原発事故は避けることのできない天災ではありません。函館市は、市民の生命と財産を放射能汚染から守るため、対岸の大間原発の建設差し止めと原子炉設置許可の無効確認を求めて提訴しました。『原子力防災計画』の根本的な欠陥・矛盾を克服できない以上、あらゆる手段を講じて県内原発の運転再開に異議を表明するのが、住民の生命と財産を保護する立場にある市長の責務ではないでしょうか。

賛 同 人
　青木京子、安立里美、井口幸恵、石井雄二、石田典子、伊勢光恵、市橋重幸、伊藤敬一、井上栄子、井上道子、岩倉直美、上木春美、上坂一夫、上坂琴恵、上坂玲子、植村正子、内山忠雄、宇野カヨ、宇野晃成、馬田昌保、江藤和正、大塚恵美子、大塚和良、大塚辻雄、大塚衛、大知弘恵、大橋邦夫、大森満一、大西真治、奥山龍一、奥田順子、小畑ヱミ子、小畑洋子、加藤和男、加藤順子、加藤吉則、加藤宣子、川崎悟司、川瀬嘉代子、木下昌子、木下元祐、北嶋紘子、窪田悦子、小泉佳代、児玉和子、児玉嘉道、小林重子、小林秀美、五味明子、斉藤佳代子、斉藤正子、坂井正喜、笹川静代、佐々木江美子、貞重衛、佐藤かよ子、佐野敏弥、柴野千栄雄、末永覚平、末永富士子、須磨美佐子、関鈴江、関本ひとみ、高島信男、高島美智子、武内昭子、田中奈津子、谷口道代、玉村すず子、玉村正夫、玉村美由紀、玉村良子、辻太久美、辻岡ひとみ、道正志津子、寺沢文代、時岡伸、内藤隆暁、内藤隆俊、直江武士、直江義子、永田康弘、根谷恵美、野口市蔵、野尻暉二、野尻冨美、野村幸子、橋本文明、八田裕古、林晴海、林正樹、東敏子、氷坂優一郎、日野岡金治、平澤穂津美、廣田賢治、広田精利、福田修治、細川かをり、古屋洋平、古屋真由美、元山章一郎、前壽則、前田修治、真柄みどり、増田和子、松原武子、松原博子、町村静代、丸田三郎、三木あい、水野友紀子、三田村祐美、三田村善衛、村岡道夫、本村宏子、矢敷喜一、山内幸江、山口政和、山口誠一、山口七重、山崎郁代、山崎玲夏、山田とき子、山本ひろ子、山本美穂、湯本多美子、横井輝之、吉田久美子、吉田里美、若泉秀子、渡辺英子、綿谷由雄、　（10月5日現在）
賛同団体　

NPO法人越前青少年自立援助センター　越前市武生借地借家人組合、31世紀の会　生活と健康を守る会、粗食カフェＬａｂｏ　NPO法人土といのちの会　長尾農園、はぐるまの家　反原発福井コラボレーション　福井県農民運動連合　めだかスイスイ米　 NPO法人ラピュタ創造研究所
